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１．はじめに 

大都市の都心部における歩行者は、属性（性別・

年齢等）や歩行目的（通勤・通学、買物、観光等）、

携行品（キャリーバッグ、ベビーカー等）の多様化が

見られ、種々の行動（急ぎ足、滞留等）の混在が顕

著となっている。一方、既往研究においては、歩行速

度と歩行密度は周辺状況ごとに一定の関係式で示さ

れるとされている1)。歩行者交通量が速度と密度か

ら算出されることから、速度が明らかになれば交通

量の算出が可能となり、歩道容量設計等にも活用で

きるものと考えられる。こうした中、国総研では、

多様な歩行者が混在し、歩行速度等が錯綜する状

況下において、歩行者の快適性を確保するための

空間整備のあり方について検討を行っている。 

本稿では、この研究の前段として、都心部の歩行

空間について、歩行者属性の混在が見られる場合（ケ

ース1）と歩行者属性が比較的均質な場合（ケース2）

について現状把握と比較を行った結果を紹介する。 

２．調査の概要と結果 

 ケース1は買物客等が交錯する平日15:00～18:00

の六本木、上野、日本橋の地下鉄駅構内を、ケース2

は一方向の通勤の流れが主である平日8:45～9:00の

新橋駅付近外堀通りの歩道を選定した。観測はビデ

オカメラを用いて行い、歩行速度等を集計した。

 

写真 新橋駅付近の状況 

その上で、ケースごとに歩行者の属性を年齢、性別、

集団性、手荷物の有無から分類し、属性ごとの平均

速度を整理した。さらに、属性どうしをF検定、t検

定を行い、互いに有意差がない場合は、同グループ

と見なし、下表のように集計・整理した。その結果、

通勤の流れが主であるケース2の方が、買物客等の交

錯するケース1よりも総じて平均歩行速度が高いが、

ケース2では高齢者と非高齢者との差異が小さく、そ

れぞれの男女差も小さいことが明らかになった。 

表 平均歩行速度（m/s） 

 

 

図 属性ごとの速度の度数分布 

３．今後の研究について 

今後は、調査対象エリアをさらに追加し、周辺状

況や歩行属性の違いが、歩行速度・密度等に与える

影響について分析を行い、都心部において歩行者属

性の構成が変化している現状を踏まえながら、歩行

速度・密度の関係式を求め、歩行空間のあり方を検

討していきたい。 

1) 交通工学ハンドブック（2005年版） 

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

単独 なし 1.41 1.29 1.59 1.53 1.45 1.42

単独 ｷｬﾘｰﾊﾞｯｸﾞ 1.37 1.25 1.63 - - -

単独 ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ - - - -

2人組 なし 1.33 1.04 1.38 1.48 - -

子供連れ なし - - - -

3人以上 なし 1.16 1.05 - 1.37 - -

※高齢者：調査員の判断で65歳以上と見える歩行者

ー印：データなし。
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１．研究の背景と目的 

近年、交通分野においてもビッグデータ活用の研

究・実用化が急速に進んでいる。本研究1)は、携帯

電話網の運用データに着目し（図-１）、都市交通分

野への活用の一層の高度化にも資する、人の移動や

滞留などの流動が把握できる統計データを生成する

手法確立及びそのデータの有用性検証が目的である。 

図－１ 人口流動統計の位置づけ 

２．主な研究内容と結果  

 携帯電話基地局データ

を元に、移動・滞留を推

計する人口流動統計の作

成方法（図-２）や仕様を

明らかにした。このよう

にして得る人口流動統計

は、全国にわたる広域的

な発着地が分かるとと

もに24時間365日継続

的にデータが取得できることが特長である。 

既存統計等と比較した概略特性は以下の通りとなる。 

表 各種統計調査等との特性比較 

 次に、人口流動統計の特性を把握するために都市

圏パーソントリップ（以下ＰＴ）調査結果との相関

分析等を行い有用性を

検証した。具体的には、

まずＯＤ（発着トリッ

プ）量について静岡中

部都市圏ＰＴ調査結果

と比較したところ、市

区間ゾーンレベルでは

高い相関性を確認した

（図-３）。 

また、移動・滞留人口について同様に比較したと

ころ、各ゾーンで概ね一致するものの都心ゾーンに

おいては一部データの乖離も見られ、携帯電話基地

局の電波到達範囲や基地局密度と空間解像度との関

係についてさらなる分析が必要なことが分かった。 

３．今後の展開 

政策目的である観光や防災等に活用されるよう、

回遊性の把握等も可能にする空間・時間解像度の向

上をはじめ、より実用的な研究が今後も望まれる。 

1) 「携帯電話網の運用データを用いた人口流動統計の都

市交通分野への適用に関する研究」，土木計画学研究・

講演集，Vol.52，土木学会，2015.11 
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図－２ 人口流動統計作成の

ための判定方法 

図－３ ＰＴデータとの比較結

果（判定距離３ｋｍ以上） 
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